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狭

衣

物

語

の

神

大

原

一

輝

狭

衣
物

語
は

、
之
を

宗
教
思

想

の
上

か
ら
見

る
時
、

例

へ
ば
主

人
公
狭

衣

の
志
向

、
飛

鳥
井
姫

君

の
物

語

の
顛
末

、

嵯
峨
院

・
女

二
宮

の
出
家

、

一
品
宮

の
落

飾
等

主
要

人
物

の
動

向

か
ら

し

て
も
仏
教
的

な
傾
向

が
可
成

り
濃

厚

に
窺

へ
る

の
で
あ

る
が
、
神

砥
観

念
も

ま

た
軽

視
し

難

い
も

の
が

あ

る
。

蓋
し
文

芸
作

品
中

に

「
神
」

の
見
出

せ
る

こ
と
は
記
紀

万
葉

の
上

代
作

品

に
於

て
は

い
ふ
ま

で
も
な

い
が
、

平
安
朝

の
作

り
物
語

に
限

っ
て

も

、
源

氏
物

語

に

つ
い
て

は
既

に
多

屋
頼

俊
博
士

の

「
源
氏
物

語

の
神
」

(
「
源

氏
物

語

の
思
想

」
所

収
)

に
詳
し

い
。

し

か
し
そ

の
他

を
総

索
引

類

峰
ポ

っ
て
見

る

と
、
竹
取
物

語

(
神
八

、
鳴

神

一
)
、
平
中

物
語

(神

三

)
、
落

窪
物

語

(神

仏

二
、
仏
神

二

)
、
浜

松
中

納

言
物
語

(神

一
、

河
瀬

神

一
、
神

仏

一
、
仏
神

一
)
、
堤
中
納

言
物

語

(
な
し

)
等

で
、
夫

々
の
特
色

は
指

摘
し
得

る
も

の
の
、
作
り

物
語

に
見

ら
れ

る

「
神
」

は
極

め
て
少

な

い
と

い
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
之

に
対

し

て
狭

衣
物
語

で
は

「
神

」

は
も

と
よ
り

、
神
事

、
神

の
縁
語

に
ま

で
至

る
と
移

し

い
も

の
が
見

出

せ
る

の
み
な
ら
ず

、
神

が
作

品
上
積
極

的

な
活
動

を
示

し

て
ゐ
る
所

に
大

き

な
特
色

が
あ

る
。

例

へ
ば
、
度

重
な

る
神

の
示

現

の
如

き

は
、

そ

の
最

た
る
も

の
で
あ

る

が
、
鎌
倉

期

の
無

名
草

子

で

は
、

「
大

将

の
笛

の
音

め

で

て
、

天
人

の
天
下

り

た
る
事

」

、

「源

氏
宮

の
御
も

と

、
賀
茂

大

明
神

の
御

懸
想

文

遣

は

し

た
る
事

一、
「
斎
院

の
御

か
う

と

の
な

り

た
る
事

」
、

「大

将

の
帝

に
な

ら
れ

た
る
事

」
等

を
、

「
さ
ら

で
も
あ

り

ぬ

べ
き
事

ど

も
」

と

し
て

そ

の
不
自

然

さ
が
強

く
非

難
さ

れ

て
ゐ
る
。

何

れ
も
天

稚
御

子

、
賀
茂

明
神

、
天

照
神
等

の
示

現

が
見

ら

れ
る
箇
所

で
あ

っ
て
、
真

実

を
尊

ぶ
無

名
草

子

の
作

者

か
ら
す

れ

ば
、
看

過
し
難

い
所

で
あ

っ
た
と
思

は
れ
る
。

し

か
し
、

こ
の
物

語

の
当
時

に
あ

っ
て

は
、
夢

兆

託
宣

の
如
き

は
精

神

生
活
上

、
事

実
と

し

て
信

じ
ら

れ

て
ゐ
た

こ
と

で
あ

り
、
勅
撰

和

歌
集

で
も
、
拾

遺
集

か
ら
見

ら
れ

始

め
た
神

詠
歌

が
、
下

っ
て
新

古

今
集

神

砥

の
部

に
至

る

と
十
数

首

に
も

及

ん
で
採

ら
れ

て
き

て
ゐ

る

の
で
あ
る

か
ら
、

そ

の
や
う
な
時

代

傾
向

か
ら
し

て
も
荒

唐
無
稽

な

も

の
と
し

て

一

概

に
非
難

し

お
ほ

せ
る
も

の
で

は
な

い
。

の
み
な

ら
ず
、

こ
れ

ら

の
神

の

積
極

的

な
示

現
は
、

殊

に
こ

の
物

語

の
基

調

を
な
す

主
人

公
狭

衣

の
深

い

昧
歎

懊
悩

の
世

界
を
喚

起

形
成

す

る

に
至
り

、

「神

」

は
そ

の
頻

出
度

に

於

て

の
み
な
ら

ず
、
作

品

の
内
面

的
本
質

的

な
面

に
ま

で
関

与
す

る

も

の
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と
し
て
注

目

さ
れ
ね

ば
な

ら
ぬ
も

の
が
あ
る
。

そ

こ
で
、

以
下

こ

の
や
う

な

狭
衣
物

語

の
神

に

つ
い
て
、

そ

の
文

芸
的
意

義
を

確

め
て

み
よ
う

と
思

ふ

の
で
あ

る
。

二

狭
衣
物

語

に
見
ら

れ
る
多

く

の
神

の
中

に
は
、
物

語
上

全
く

積
極
的

な

活

動
を

示
し

て
ゐ
な

い
神
も

少
く

は
な

い
。

そ

の
う

ち

、
先
づ

神
名

の
明

か
な
神

と
し

て
は

、
葛
城

の
神

、
糺

の
神
以
下

の
神

々
が
見
ら

れ
る
。

何

れ
も
古
来

人

口
に
謄

表
し

て

ゐ
る
神

で
あ

る
が
、

こ
の
物

語

の
中

で
は
、

格
別
人

々
の
篤

い
信

仰

の
対

象

と
し

て
採

り
挙
げ

ら
れ

て
ゐ

る

の
で
も

、

物

語

の
筋

に
か

・
は
る
重
要

な

活
動
を

示
し

て

ゐ
る

の
で
も
な

い
。

た
だ

修

辞
上

の
用

例

に
留

ま

っ
て

ゐ
る
も

の
で
あ

る
。

例

へ
ば
、

「
岩
橋

を

よ
る
　

だ

に
も
渡

ら
ば

や
絶

え
ま
や

お

か
む
か

 づ
ら
木

の
神
」

(巻

二

の
上

)
、

「葛

城

の
神

の
さ
か

し
ら

に
や
」

(
巻

四

の
中

)
等

に
見

ら
れ

る
葛
城

の
神

は
、
夫

々
狭
衣

が
女
二
宮

、
宰
相

中

将

の
妹

と

の
後

朝

の
別

れ

の
詞

に
見
出

さ

れ
、
夜
毎

に
忍
び
来

た
き

わ
が

身

を
神

に
擬

へ
た
り
、
夜

明
け

の
近

づ
き

た
る
を

知
ら

さ
れ

て
戯
れ

た
詞

と
し

て
用

ひ
ら
れ

て
ゐ

る
も

の
で
あ

る
。
何

れ
も

葛

城
山

の

一
言
主
神

の

伝
説
を

踏
ま

へ
た
も

の
で
あ

る

こ
と

は

い
ふ
ま

で
も
な

く
、

日
本
霊

異
記

(
上
巻

第

二
十
八

)
、
今

昔
物

語

(巻

十

一
の
三

)
、

水
鏡
等

の
記
藩

鱒
)

拾

遺
集

の
歌

(国
歌

大

観
番
号

七

一
九
、

一
二
○

一
以

下
同
じ

)

が
諸

註

の
引
く

所

と
な

っ
て
ゐ

る
。

こ
の
神

は

こ
の
他

に
も
古
事

記

(
下
巻

)
、

源
氏
物

語

(
夕
顔

、
若
菜

下

)
、
後
拾

遺
集

(
二
六

一
)
、
和

泉
式

部

日

記

(五

一
九

)
等

物
語

、
歌
集

日
記

類

に
も
屡

見
出

さ
れ

、
枕
草

子

で

は
三
巻

本

一
七
九

段

の
中

宮
定

子

の
詞

「葛

城

の
神
も

し
ば

し
」

を
は
じ

め

、

=
二
一二
段

の
藤

原
行
成

、

一
五
七

段

の
藤
原
斉

信

の
詞

に
も
見

ら

れ

る
所

か
ら

、
広

く
文

芸
的

表
現

と
し

て
慣
用

謄
表
さ

れ

て
ゐ

た
も

の
で
あ

る

こ
と

は
明

か
で
あ

る
。

し
か
も

、
そ

の
多

く
は
伝

説
を

踏

ま

へ
た
比
喩

と
し

て

用
ひ
ら

れ

た
も

の
で
、
狭

衣

の
場
合

も
そ

の
や
う

な
修

辞
上

常
套

化

さ
れ

た
用
法

の
域

を
出

つ
る
も

の
で
は
な

い
。

ま
た
、

糺

の
神

は
、
糺

の
森

に
坐
す

賀
茂

の
神
を

指
す

こ
と
は

い
ふ
ま

で
も

な
く

、

こ

の
神

は
物

語
中

で
も
最

も
顕

著
な
活

動

を
示
す

神

で
は
あ

る
。

し

か
し
之

も

「
糺

の
神
も

ひ
き

か
け

て
、
さ

だ
く

と
あ

き

ら
め

さ

せ
給

ふ
べ
き

な
ら

ね
ば
」

(巻

三

の
中

〉
と

あ

る

の
は

、

一
品
宮

と

の
噂

が
立

て
ら
れ

困
惑
し

た
狭

衣

に

つ
い
て

の
叙

述
箇
所

で
あ

っ
て
、
賀

茂

の

神

に
対
す

る

狭
衣

の
お
も

は
く

や
更

に
は

一
品
宮

が
斎
院

で

あ

っ
た

こ
と

に
も
よ

る
と

は

い

へ
、
敢

て

「糺

の
神

」
を
持

ち
来

っ
た
所

に

は
、
寧

ろ

「
あ
き

ら
め

」

と

の
縁
語

関
係

に
よ

る
も

の
が
あ

る
。

ま
た

狭
衣

が
宰
相

中

将

の
妹

と

の
噂

に

つ

い
て
弁
解

す

る
詞

「
た

だ
す

の
神

に
も
憂

へ
奉

ら

ま

ほ
し

か
り

し
も

の
か
な

」

(巻

四

の
上

)
に
於

て
も

矢
張

り

「
な
き
名

」

「
糺
す

」

の
同
様

な
用

例

で
あ
る

こ
と

は
明

か
で
あ

る
。

こ
の
神

に

つ

い
て
も
諸

註

、
大
和

物
語

(七

五

一
)
、
平
中

物

語

(
三
四

段

)
、
源
氏

物

語

(
須
磨

)
等

を
挙
げ

て

ゐ
る
他

、
新
古

今
集

二

二
二

○
、

一
八

九

一
)

に
も
見

え
、

殊

に
枕

草

子

一
七

九
段

の

「
い
か

に
し

て

い
か
に
知

ら

ま

し

い
つ
は

り
を
空

に
糺

の
神

な

か
り

せ
ば
」
等

に
大
方

の
親
災

の
程

が

窺

は
れ

る
。
要

す

る

に
狭
衣
物

語

の
こ

の
や
う
な

神

々
は
、

登
場
人

物

の

信
仰

上

、
或

は
物

語
内

で

の
活

動
上

か
ら
殊

更
特

筆
さ

れ

た
も

の
で
は

な

く
、
古

来
人

口
に
謄
表
し

極

め
て
文

芸
的
な

背
景

を
持

つ
も

の
な

が
ら

、

何

れ
も

比
喩

、
縁
語

等

の
修
辞
的

用
法

の
域

内

に
留
る

も

の
で
、
未

だ
物

語

の
本
質

に
か

・
は
る
重

要
な
働

き
を
示

す

に
は
至

っ
て
ゐ
な

い
も

の
で
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あ

る
。

以
下

同
様

の
修

辞
的

用
例

と
見

ら
れ

る
主

な
神

に

つ
い
て
、
薄

の
胎
表

の
程

が
窺

は

れ
る

狭
衣
物
語

前
後

の
主
要

作

品
と
共

に
列
挙

せ
ば

、
「
立

田

姫

の
人

わ
き
な

ど
し

た
る

に
は
あ

ら
じ

」
(巻

二

の
上

)
と

い
ふ
狭
衣

讃
辞

に
見
ら

れ
る

立
田
姫
ー

古
今

集

(
二
九
八

)、
後

撰
集

(
三
七

八
)
、
拾

遺
集

二

一
二
九
)
、
千
載
集

(
二
六
四

、
三

五
六

)
、
新
古
今

集

(
五
四

四
)
、
源

氏
物

語

(
帯
木

、

少
女
)
ー

「
結

ぶ

の
神

さ

へ
恨

め
し
」
(巻

二

の
下

)

と

い
ふ
狭
衣

の
源

氏
宮
讃

歎
や

「さ

き

の
世
よ

り
結

ぶ

の
神

の
し
お

き
給

へ

る
御

契
」
(
巻
三

の
中

)
と

い
ふ

一
品
宮

と

の
仲

を
歎

く
詞

に
見
ら

れ
る
結

ぶ
の
神
-

日
本
書

記

(
巻

一
)、
拾
遺

集

(
一
二
六
五

)、
詞
花
集

(
二
○
四

)

1

、
「
柏
木

の
葉
守

の
神

に
な

ど

て
わ
が
雨

も

ら
さ
じ

と
ち
ぎ

ら
ざ

り
け
む
」

(巻

三

の
中

)
と

い
ふ
狭
衣

の
女

二
宮

に
対
す

る
歎
き

に
見

ら
れ

る
葉
守

の
神
=

後

撰
集

(
一
一
八
四

)、
金
葉

集

(
二
三

○
)
、
新

古
今
集

(
二
三
○

)

大
和

物
語

(
六

段
)
、
源

氏
物
語

(
柏
木

)、
枕
草

子
(
三

八
段

)「

、
「春

日

の

神
も

い
か
が
お

ぼ
さ

む
」
(巻

四

の
上

)
と

い
ふ
藤

壼
立
后

を
難

じ

た
人

々

の
詞

に
見

ら
れ

る
春

日
神

-
源

氏
物

語

(
行
幸

、
紅
葉

賀

)、
枕

草

子

(
二

八
七

段

)、
梁
塵

秘
抄

(
巻
二

)
ー

等

で
あ

る
。

次

に
、
神

名

が
明
示

さ
れ

て
は

ゐ
な

い
が
、
神

の
存

在
又

は
神
威

の
意

識

さ
れ

て
ゐ
る

、
神

に
由
縁

の
深

い
も

の
が
見
ら

れ
る

。
信

太
の
杜

、
し

る
し

の
杉

以
下

が
之

で
あ

る

が
、
そ

の
用
法

に
於

て
は
何

れ
も

前
項

の
神

の
場
合
口
と
同

様

な
も

の
が
見

ら
れ

る
。

例

へ
ば
、

狭
衣

に

つ

い
て

「
信
太

の
杜

の
千
枝

は
物

に
も

あ
ら
ず

な
り

給

ひ
」
(
巻

二

の
上

)
と

い
は

れ
て

ゐ

る
信

太

の
杜
は
和

泉

の
国

に
在

り

、
諸

註

の
挙
げ

る
所

で
も

詞
花
集

(
三

六
四

)
や
古

今
和

歌
六
帖

(第

二

〉
を
引
歌

と
す

る
も

の

で
あ

っ
て
、
之

が

臆
奥

し

て
ゐ
た

こ
と
は

、

こ
の
他

に
も

後
拾

遺
集

(
一
八
九
)

詞
花
集

(

二

九
四

)、
千
載

集

(
一
○

七
)
、
新

古
今

集

(
三
○

七

)
等

に
見
ら

れ
る

こ

と

で
も
知

ら
れ

る
。
要

す

る

に
狭
衣

の
物

思

ひ

の
繁
さ
を

い
は
ん

が
た

め

の
古

歌

の
比
喩

的
引

用

に
過
ぎ
な

い
。

ま

た

「
た
つ
ね

見
る

し
る
し

の
杉

も
ま

が

ひ

つ

・
な

ほ
神

山
に
身
や

ま

ど
ひ
な

む
」
(巻

四

の
中

)
と

い
ふ
狭

衣

の
歌

の

「
し

る
し

の
杉
」

に

つ
い
て
は
、
諸

註

、
古
今

集

(
九
八

二

)

の
読

人
知

ら
ず

や
古
今

和
歌

六
帖

(第

二
)
、
梁

塵

秘
抄

(
四

五
六

)

の
三

輪

明
神

の
神

詠

歌
を
挙

げ

て
ゐ

る
。

蜻
蛉

日
記

(上

)
や
更

級
日
記

、
千

載
集

(
一
一
七

五

)
に
は
稲

荷

の
杉

の
信
仰

が
窺

は
れ

る

の
で
あ
る

が
、

狭
衣

の
は
矢
張

り
三
輪

の
御

歌

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
更

に

こ

の
中

の

「

神

山
」

は

「
こ
の
神

山

の
ま
ど

ひ
」
(
巻

四

の
中

)

と
も

い
は

れ
、
源

氏
宮

を
あ

ち

は
す

語

で
あ

る
が

、
之
も

三
輪

の
古
歌

に
よ

る
イ

メ
ー

ジ
の
重
複

に
効

を

ね
ら

っ
た
用
法

で
あ

る

こ
と

は
明
か

で
あ

る
。
「
し

る
し

の
杉

」

は

以
上

の
他

、
拾
遺

集

(
四
八

六
)
、
宇

津
保

物
語

(藤

原

の
君

)、
落

窪
物

語

(巻

三
)
、
源
氏
物

語

(
賢
木

)、
枕

草
子

(
二

二
九
段

)
等

に
も

見
ら

れ
る
。

以
下

前
項
同

様

に
示

せ
ば

、
「
限
り

な
き
御

歎

の
森

の
し
げ

さ
よ

」
(
巻

二

の

下

)

に
見

ら
れ

、
懸

詞
、
縁
語

に
よ
る
狭

衣

の
深

い
歎

き

の
形
容

語

と
し

て
用

ひ
ら

れ

て
ゐ
る
歎

き

の
森
ー

古
今
集

(
一
○

五

五

)、
金

葉
集

(
四
七

七

)、
栄
花
物

語

(
三

二
七
)
、
堤
中
納

言
物

語

(
ほ

ど
く

の
懸
想

)
ー

、
「

飽

か
ざ
り

し
跡

や
通

ふ
と

い
そ

の
か

み
ふ
る

野

の
道

を
尋

ね

て
ぞ
見

る
」
、

「
い
そ

の
か

み
ふ
る

の

の
道

を
尋

ね

て
も

見
し

に
も

あ
ら

ぬ
跡

ぞ
悲

し
き
」

(巻

三

の
下

)
と

い
ふ
狭
衣

と
女

一
宮

と

の
唱
和

に
見
ら

れ

る
枕
詞

い
そ

の
か
み
ー

古
事
記

(中

巻

)
延
喜
式

神
名

帳

、
万
葉

集

(
一
九

二
七

)
を

始

め
古
今
集

(
六
七
九

、
八

七
○

)
拾
遺

集

(
八
六

七

)
、
源
氏
物

語

(
御

法

)
、
蜻

蛉
日
記

(中

)
、
更
級

日
記
-

等

が
あ

る
。
何

れ
も

古
歌

の
引

用
を

始

め
と
し

て
矢

張
り

固
定

化
、
観

念
化

さ
れ

た
修
辞

的
用
法

の
範

囲

を
出
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つ
る
も

の
で

は
な

い
。

次

に
狭
衣
物

語

の
神

の
中

に
は
、
外
来

神

そ

の
他

の
神
霊

に
か

・
は
る

も

の
も

少
く
な

い
。
物

忌

、
土
忌

以
下

の
陰
陽
道

の
神

に
か

・
は
る
も

の
、

物

の
さ
ま

た
げ

、
物
怪

等

の
正
体
不

明

の
不
可
思

議

な
霊
力

を
あ

ら

は
す

も

の
等

で
あ

る
。

こ
れ
ら
も

当
時

の
文

芸

作
品

に
頻
出

す

る

こ
と
は
例

示

す

る
ま

で
も
な

く
、

ま
た
現

実

に
堅
く

信
じ
ら

れ
、

行
は

れ
て

ゐ
た
も

の

で
あ

る

こ
と

は
明

か
で
あ

る
。
例

へ
ば

、

筑
紫

に
欺

か
れ

て
下

る
飛
鳥
井

姫

君
と
そ

の
乳

母
と

の
対
話
中

に
屡
見

ら
れ

る

「
土

忌
」
、

「
土
公

」

(巻

一

の
下

)
、
斎
院
ト
定

の
儀

の
「
御

占
『
(
巻

二
の
下

)
、女

二
宮
懐

妊

の
際

に
見

ら

れ

る

「も

の
と

ひ
」
、
「
も

の

の
け

」
(
巻
二

の
上

)
等

に
は
現
実

の
人

々
の

信
仰
生
活

そ

の
ま

・
の
反

映
と

い

へ
る
も

の
が
窺
は

れ
る
。

ま

た

「
あ

ら

み

さ
き

は
な

た
ぬ
人
」

と

い
ひ
、

「
物

の
さ

ま

た
げ

の
し
奉

る
な

ン
め
り

」

(巻

一
の
下

)
と

い
ふ

の
は
、
飛

鳥
井

姫
君

の
や
う

な
容
易

に
他

人

に
靡

か
う

と
し

な

い
固
随
な

性
格

の
人

に
対
す

る

世
評

で
、
魔
性

の
働

き
を
信

じ

た
人

々
の
詞

と
し

て
見
ら

れ
る

も

の
で
あ

る
。
要
す

る
に

こ
の
種

の
神

に
か

・
は

る
も

の

に

つ
い
て
は
、
当
時

の
人

々

の
日
常

信
仰
生
活

の

一
端

が
そ

の
ま

・
投

影
さ
れ

て

ゐ
る
も

の
と
し

て

、
前

項

ま

で
の
修

辞
的

な

「

神

」

の
用

例

に
比

す
れ

ば
、

よ
り
現

実
的

な
宗
教

的
色

彩

が
濃

く
窺

は
れ

る
も

の
で
は
あ

る
が
、

物
語
上

、

格
別
神

の
働
き

が
見

ら
れ

る
も

の

で
は

な

い
点

、
同
前

で
あ

る
と

い
は
ね

ば
な

ら
な

い
。

た

だ

こ

・
で

一
二
注

目
さ

れ
る

も

の
と
し

て

「
物

怪
」

と

「
物

忌
」
を

採
り
挙

げ

て
見

る
と
、
先

づ

「
物

怪
」

は
、
源
氏

物
語

で
は
夕
顔

や
葵

の

巻
を
始

め
真

木
柱

、

柏
木
、

手
習

の
巻

々
に

も
見

ら

れ
て

、
物
語

の
構
成

上
及

び
内
容

上
か

ら
も

殊
更

重
要
な

働
き

を

示
し

て

ゐ
る

こ
と

は
周
知

の

通

り

で
あ

る
。

し

か
し

、
狭

衣
物

語
で

は
前

掲
女

二

宮

に

つ
い
て
の
場
合
口

は
も

と
よ

り
、

例

へ
ば
巻
四

の
中

の
場
合
口
で
も

「
女
院
御

物
怪

だ
ち

て

い

と
お

も
く

わ
づ

ら

ひ
給

へ
ば
」

と
あ

る

に
留

り
、
物

怪

に

つ
い
て
そ

れ
以

上

の
物

語
的

発

展
が
見

ら
れ

る
も

の
で

も
な
け

れ

ば
、
前
後

の
事

件

と

の

関

聯

照
応

が
見

ら
れ

る
も

の
で
も

な

い
。

た

だ
単

に

一
品
宮

の
御

母

で
あ

る
女

院

に
障

り

の
あ

っ
た
事

を
報

告
的

に
示
し

て

ゐ
る

に
過
ぎ

な

い
も

の

で
あ

る
。

従

っ
て

こ

の
場
合

の

「
物

怪
」

に

つ
い
て
は
、

こ
れ

以
上
格

別

の
物

語
的

意

義
が

認
め

ら
れ
な

い
だ

け
で

な
く

、
物
語

上
、

格
好

の
素

材

と
な
り
得

る

も

の
な

が

ら
、
敢

て
活

用
せ
ず

に

ゐ
る
所

に

は
、
後

に
述

べ
る
特

定

の
神

々
を
除

い
て
、
作
者

が
無
作

為

に
不

可
知

の
世

界
を
語

ら

う

と
は
し

て
ゐ
な

い
こ
と

が
窺

は
れ
て
注

目
さ

れ

る

の
で
あ

る
。

他
方

、
「

物

忌

」
は
所

謂

飛
鳥
井

姫

君

の
物
語

に
見

ら
れ

る
。

即
ち

、
「

「物

忌
」

を

理
由

に

一
夜

姫

君
を
訪

れ
な

か

っ
た
狭
衣

は
、

以
後
永

遠

に
姫

君
を
見

失

ふ
に
至
る

の

で
あ

る

が
、

こ

・
で
は

「物

忌
」

が
悲
劇

の
偶
発
的

契
機

の

一
つ
と
し

て
巧

み

に
採

り
挙

げ
ら

れ

て
ゐ
る
点

が
注

目
さ

れ
る

(
巻

一
の

下

)。
し

か
も
之

は

、
後

日
姫
君

入
水

の
話
を
聞

か

さ
れ

た
狭
衣

を
し

て

「

折
し

も
心
づ

き

な
か

り
し

物

忌
よ
」
(
巻
二

の
下

)

と
深
く
歎

か
せ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
か

ら

、
こ

の
照
応

的
な

狭
衣

の
慨
歎

に
よ

っ
て

も
、
「物

忌
」

は

非
劇

諌

と
し

て
の
飛
鳥

井
姫

君

の
物

語

に
於

て
大

き
な
役
割

を

果
し

て
ゐ

る
も

の
と

い

へ
る

の
で
あ

る
。
ま

た
、

こ

の
物

語
が

全
体

の
傍
流

的
位

置

に
あ

り
な

が
ら

も
、
は

か
な
く
あ

は
れ

な

る
世

界
を

描
き

得

て
後

世

喧

伝

さ

れ
る
所

以
も

理
解

さ
れ

る

の
で
あ

る
。
し

か
し

、
こ

・
で
も
格

別

天

一

神

や
金

神

が
活
動

す

る
訳

で
は
な

く

、
物
語

上

、神

の
積
極

的
具

体
的

活

動

と

い
ふ
点
か

ら
す

れ

ば
、
矢

張
り

次

の
神

々
に
比

す

べ
く

も
な

い
の
で
あ

る
。
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三

 

次

に
物
語

の
中

で
顕

著

な
具
体
的

活

動
を

示
す
神

に

つ
い
て
見

る

と
、

先

づ

天
稚
御

子

が
挙

げ
ら

れ
る
。

天
稚

御
子

は
、
作

り
物

語

の
中

で
は
、

早

く
宇

津
保

物
語

俊
蔭

の
巻

に
見

ら
れ

る

の
を

始

め
、

梁
塵
秘

抄

の
二
句

神

歌

に
も
詠

は
れ

て

ゐ
る

こ
と

は
周

知

の
通

り
で
あ

る
。

狭
衣
物

語

で
は

、

狭
衣

の
笛

の
音

に
賞

で
て
天

降

る
場

面

は
、

こ
の
物

語

に
於
け

る
神

仏

の

示
現

の
最

初

の
も

の
で
あ
る

ば

か
り
で

な
く

、
最
も

具
象
的

且

つ
浪
漫

的

な

も

の
と
し

て
極

め

て
印
象

深

い
も

の
が
あ

る
。

そ

こ
で
こ

の
や
う
な

御

子
に

つ
い
て
注
目
す

べ
き
点
を

挙
げ

て
見

る

と
、
先

づ
そ

の
降
下

は
、

決

し

て
唐
突

な

も

の
で
は

な
か

っ
た
。

既

に
巻

一
の
上

の
降
下

以
前

に
於

て
、

狭

衣

に

つ
い
て

の

「
天

稚
御

子

の
天
降

り
給

へ
る

に
や
。
今

日
や
天

の
羽

衣

む

か

へ
聞

え
給

は
む
」

と

い
ふ
父
堀

川
大

殿

の
危
惧

の
詞

の
中

に
見

ら

れ

る
。
従

っ
て
妓

に
そ

の
降
下

の
伏
線

的
要

素

が
窺

は
れ

る

こ
と

は
注

目

さ

れ
る

の
で
あ

る

が
、
し

か
し

こ
の
場

合
ロ
の

「
天
稚
御

子
」

に

は
寧
ろ

狭

衣

の
優

れ
た
容

姿
才

芸

に
対
す

る
比

喩
的
讃

辞

と
し

て
の
要
素

が
濃

厚

に

窺

は
れ

る
。
御

子
降

下
以
前

の
狭
衣

の

「
す

ぐ
れ

て

こ
の
世

の
も

の
と

も

見

え
給

は
」

ぬ
状

に

つ
い
て

は
、

こ
の
他

に
も

父
大

殿

か
ら

は

「第

十

六

我
釈

迦
牟

尼
仏

と
、

こ
の
世

の
光

の
為

と
、

げ

に
顕
は

れ
給

へ
る
」

と
思

は

れ
、
笛

の
才

に

つ
い
て
は

「月

の
都

の
人
も

い
か

で
か
は

驚
か

ざ
ら

む
」

と
述

べ
ら

れ
、

帝

か
ら
も

「
天

人

の
天
降
れ

る
な

ら
む
」

と
ま

で
思

は
れ

て
ゐ
る
。

何
れ

も
狭

衣
が
釈

迦

、
月

の
都

の
人
、

天
人
等

に
比
況
さ

れ

た

り
、

そ

れ
ら
を
も

魅

了
さ

せ
ず

に
は
措

か

ぬ
人
物

と
し

て
讃
美

さ
れ

て

ゐ

る
も

の
で
あ
る
。

従

っ
て
こ

の
間

に
見

ら
れ

る

「
天
稚
御

子
」

に

つ
い
て

は

こ

・
に
並
称

さ
れ

た
も

の
と
同
様

、

「
こ

の
世

な
ら

ぬ
」

も

の
の
比
喩

的
象
徴
的
讃
辞
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
降
下
の
必
然
性
や
伏
線
的
要
素
が
強
調
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

要
す
る
に
降
下
前
に
於
け
る
御
子
に
つ
い
て
は
之
ま
で
に
見
ら
れ
た
修
辞

的
用
例
に
属
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

次
に
降
下
の
場
面
を
中
心
に
御
子
の
宗
教
的
性
格
に
つ
い
て
見
る
と
、

(
註
3
)

可
成

り
神

以
外

の
要
素

を

附
与

さ
れ

た
も

の
と

し

て
描
か

れ

て
ゐ
る

。
先

づ
上

述

の
讃
辞

類

に
就

い
て

み
て
も

、
仏
教

の
来

迎
思

想

、

垂
跡
思

想
、

仏
教

の
天

人
、
月

宮
殿

等

仏
教
的

色
彩

の
濃

い
も

の
が
多

く
、
「御

子
」

も

そ
れ

ら
と
同

じ
観

念
下

に
於
て
並

称

さ
れ

て
ゐ

る
や
う

に
思

は

れ
る
。

ま

た
、
降

下

の
場
面

は

「
虫

の
声

々
い
と

.・
近

う

な
り

て
、
紫

の
雲

た
な

び

き
渡

る
と
見

ゆ

る
に

、
角

髪

結

ひ
て

い
ひ
知

ら
ず

を

か
し
げ

な

る
童

の
、

装

束

う

る

は

し

く

し

た

る
薫

し

き

も

の

、
ふ
と
降

り
来

る
ま

・
に

い
と

ゆ

ふ
か
何
ぞ

と
見

ゆ

る
薄
き

衣
を

、
中

将

の
君

に
う

ち

懸
け

て
袖
を

引

き

給

ふ
」
(
巻

一
の
上

〉

の
で
あ

る

か
ら

、

こ
の
降
下

の
具
象

的

な
姿
態

、
雰

囲
気
等

の
描

写
面

に
於

て
も

極

め
て
仏
教

的

な
色
彩

を

強
く
指

摘
出

来

る

の
で
あ

る
。

こ

、
に
御

子
は

仏
教

的
世

界

の
も

の
と
し

て

の
感

が

強

い
の

で
あ

る
が
、

反
面

「
い
と
ゆ

ふ

か
何
ぞ

と
見

ゆ

る
薄

き

衣
」

や
昇

天
を

引

留

め

た
帝

の
歌

の

「
天

の
羽

衣
」

と

い
ふ
詞
等

に
は
上
代

の
羽
衣

伝
説
を

偲
ば

せ
る
も

の
が
窺

は
れ
る

。
ま

た
、

こ
の
際

の

「
い
な

づ
ま

の
光

に
行

か
む
天

の
原
は

る
か

に
渡

せ
雲

の
か
け

は
し

」

と

い
ふ
狭
衣

の
歌

に

は
、

そ

の
使

用
語
句

、
語

調

か
ら
し

て
必

ず
し

も
仏

法
礼

讃

、
欣
求

浄

土

の
志

向

が
窺

は
れ

る

と
は

い
ひ
難

い
も

の
が

あ
る

。
更

に
古
今

集

の
序

に
は
和

歌

が
鬼

神
を

も
感

動

さ
せ
る

働
き

が
あ

る
と
す

る
考

え

が
見

ら
れ

る

こ
と

は
周

知

の
通

リ
で

あ
る

が
、
狭

衣

の
才
芸

が
神

を
も

感
動

さ

せ
ず

に
措

か

ぬ
も

の
で
あ

っ
た
こ

と
は
、
後

日
、
神
楽

の
夜

「
明
星

謡

ひ
給

へ
」

る
に

、
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「
神

も
耳

と

.・
め
給

ふ
ら

む
」
(巻

三

の
下

)
と
も

述

べ
ら
れ

て
ゐ

る
。
ま

た
、
今
昔

物
語
集

巻

十
六

に
は
天

童

が
賀
茂

の
神

の
使
徒

と
し

て
描

か
れ

て
ゐ
る
記
事

も
見

ら

れ
る
。

従

っ
て
狭

衣

の
笛

に
賞

で
て
舞

ひ
降
り

た

「

を

か
し
げ

な
る
童

」

は
古
事
記

(
上
巻

)

に
見

ら

れ

る
天
若

日
子
や

日
本

書

紀

(巻

二

)
の
天
稚
彦

、
祝
詞

(
遷

却
崇
神

)
の
天
若

彦
そ

の
も

の

で

は
な

い
に
し
て

も
、
天

津
神

の
御

子

と
し

て
神

性

を
有
す

る
も

の
で
あ
る

と

い
ふ

こ
と
は
出

来

る
で
あ

ら
う

。
菰

に
そ

の
降
下

は
矢

張
り

こ
の
物
語

に
於

け
る
神

の
示

現

の
最

初

の
も

の

で
あ
る

と
見

て
妥
当

を
欠

く
も

の

で

は
な

い
と
思

は

れ
る

の
で
あ

る
。

次

に
降
下

後

に
見
ら

れ
る
天

稚

御
子

に

つ

い
て
見

る

と
、
狭

衣
は

「
音

に
聞

き
し
天

稚
御

子

と
か
や
見

て

し
が

な
」
(巻

二

の
上

)
等

と
矢

張

り
人

人

の
讃

辞
を

受
け

て

ゐ
る

の
で
あ

る

が
、

こ

・
で
注

目
さ

れ
る

の
は

、
狭

衣

自
身

の
御

子

に
対
す

る
強

い
思
慕

憧
憬

の
情

が
頻

り

に
見
出

せ
る

こ
と

で
あ

る
。
そ

こ
で
は
単

に

「御

子
」

又

は

「
天

人
」

な
る

呼
称

で
も
見

ら

れ
、
例

へ
ば

源
氏
宮

へ
の
思

ひ

の
叶
は

ぬ
狭
衣

に

は
、
「
御

子

の
御

あ

り
さ

ま

の
面

影

に
恋

し
」

く

、
「
あ
り

つ
る
御

子

の
御

か

た
ち
も

面
影

に
恋
し

」

(
巻

一
の
上

)
を
始

め

、
既

に
飛
鳥

井
姫

君
を

見
失

ひ
、

女
二
宮

も
出
家

し
、
源
氏

宮
入

内

の
噂
を

聞

い
て

か
ら
は

、
「
か

の
天
く

だ
り

給

ひ
し
御

子
」

が
幾
重

に
も
想

起
さ

れ

て
ゐ
る

(巻

二

の
下

)
。
更

に
源
氏
宮

は
既

に
斎

院

と
な

り
、

一
品
宮

と

の
仲
も

疎
縁

に
な

る

に

つ
れ

「
あ

り
し
天

稚
御

子

に
お
く

れ
給

ひ
け

む
悔
し

さ
」

も

一
方
な

ら

ぬ
も

の
が
あ

っ
た

(
巻
三

の

中

)
。

か
や
う

に
天

稚
御

子

は
、
天

上

へ
の
誘

ひ

に
応

じ
な

か

っ
た
狭
衣

に

「
こ

の
世
」

に
留

っ
た
悔

悟

や

「
御
子

の
世

界
」

へ
の
強

い
憧

れ
を

喚

び
起
さ

せ
る

に
至

っ
て

ゐ
る

の
で
あ

る
。
要

す

る

に
始
め
主

人
公

狭
衣

の

比

喩
的
讃

辞
的

用
法

に
於

て
見

ら
れ

た
天

稚
御

子

は
、
そ

の
降
下

に
於

て

こ
の
物
語

に
於

け

る
神

と

人

と
の
最
初

の
出

合

ひ

の
場

を
見

せ
、
そ

の
極

め

て
浪

漫
的

な

雰
囲
気

は

そ
れ

だ
け

に
留

ら
ず

、
以
後

狭
衣

の

「
恋

し
」

「
悔

し
」

と

い
ふ
憧
憬

慨
歎

の
情

を

か
き

立
て

こ

の
物

語

に
好
情

的

味
歎

的

世

界
を

強
く

か
も

し
出

し

て
き

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

弦

に
天

稚
御

子

の

特

色

は
最
も

よ

く
あ

ら
は

れ
て

ゐ
る
も

の
と

い
は
ね

ば
な

ら
な

い
。

し

か
し

、
か

・
る

狭
衣

の
深

い
歎

き
は
御

子

の
誘

ひ

に
対

す

る
拒
絶

に

因
る
も

の
で
あ

る
と

は

い

へ
、

そ
れ

が
直

接

御

子

の
積

極
的

な
活

動
や

意

志

に
よ

っ
て
齎

さ
れ

た
も

の
で

は
な

い
。
も

と
よ

り
御

子

は
天
上

か
ら

の

降
下

、
狭
衣

の
誘
引

と

い
ふ
活
動

を
見

せ

た

の
で
は
あ

る
が

、
狭

衣
を

し

て

「
こ

の
世

」

の
歎
き

に
沈

ま
し

め
、

「
こ

の
世

」

な
ら

ぬ
世

界

へ
の
憧

憬

を
強

め
し

め

て
ゐ

る
更

に
直
接

強
力

な
神

の
働

き

か
け

と

い
ふ
点

か
ら

す

れ

ば
、
矢

張

り
次

の
賀
茂

の
神

や
天

照
神

が
注

目
さ

れ

ね
ば
な

ら
な

い
。

さ
う

し

て

こ
の
神

々
の
狭

衣

へ
の
働

き
か

け

は
、
先

づ
意
中

の
人
源

氏

宮

の
斎

院
ト

定

が
賀
茂

の
神

の
託

宣

に
よ

っ
て
決

せ
ら

れ

る
(
巻

二

の
下

)
。

次

い
で
世
を

は

か
な

む
狭
衣

遁
世

の
志

は
神

殿
鳴

動

に
続

い
て

「
さ
る

は

珍

し
き
宿

世

も
あ

り

て
」

と
同
じ

く
賀
茂

の
神

に

よ

っ
て
阻

止
さ

れ

(巻

四

の
上

)
、
終

に
は
天

照
神

の

「
た

"
人
に

は
あ

り

が
た
げ

な
る
宿

世
あ

る

様

な

め
る
」

と

い
ふ
夢

兆

に
よ

っ
て
受
禅

さ

せ
ら

れ
遁

世

の
実

現
も

源

氏

宮

と

の
間
も

愈
遠

ざ
け

ら
れ

て
ゆ

く

の
で
あ

る

(
巻
四

の
下

)
。
神

は
狭

衣

の

「
宿

世
」

を
洞
察

し

彼

の

「本

意
」
も
再
参

に
亘

っ
て

阻
碍

し
、
歎
き

の

深

淵

に
坤
吟

さ

せ
る

に
至

っ
て
ゐ

る

の
で
あ

る
。
尤

も

狭
衣

の

「
こ

の
世

」

の
歎
き

は
生
来

の
厭
世

観
や

優
柔

不
断

な
彼
自

身

の
性

格
や

行
動
等

に
根

ざ

す
不
如

意

、
就
中

飛

鳥
井

姫
君

以
下

の
女

性
達

と

の
岨

酷

も
絡

み
合
口
っ

て
深
ま

っ
て
き

て
ゐ

る
。
従

っ
て

こ
れ

ら

の
神

は

そ

の
や
う

な
歎
き

の
内

因

的
な

も

の
に
対
す

る
外

的

な
も

の
と

し
て

、
そ

の
積
極

的

な
働
き

か
け
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が
大

き

く
注

目

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

所

で
こ

の
神

々
の
活
動

の
顕

著
な

こ
と

は
、
物

語
中

に
彩

し
く
見

出

さ

れ
る

「神

」

な
る
語

の
用

法

に
於

て
も
認

め
ら
れ

る
。

例

へ
ば
、

狭
衣
物

語

に
於

け
る
普

通
名

詞

と
し

て
見
ら

れ
る

「神

」

に

つ
い
て
は
、
「神

仏
」

(巻

一
の
下

)
、
「
仏
神

」
(
巻
二

の
上

)
等

の
如
く

、
漠
然

と
仏

と
並

称
さ

れ

、
殊
更

特
定

の
神

が
意

識
さ

れ

て
ゐ
な

い
場

合
も

屡
見

ら
れ

る
。

し

か

し
単

独

で
用

ひ
ら
れ

た

「神

」

と

い
ふ
語

は
も

と

よ
り

、

「
八

百
萬
代

の

神

」
(
巻
三

の
下

〉
、
「
八
島

守

る
神

」
(
巻
四

の
下

)
、
更

に
は

「あ

ら

ぶ
る
神

」

(巻

四

の
中

)
と

い
ふ
場
合
口
に
於

て
も

、
特
定

の
神

、

即
ち
賀
茂

の
神

や

天
照
神

或

は

こ

の
二
神

を
中

心
と

し
た
神

々
を
指
す

場
合

が
極

め

て
多

く

、

殊

に
賀
茂

の
神

に

つ

い
て

は
そ

の
大

半
を

占

め
て

ゐ
る
。

ま
た

、
神
事

に

つ
い
て
見

る
と
、

神
事

(巻

二

の
上
)
、大

嘗

会

(
巻
二

の
下

)、大

原
野

、

春

日

、
平

野

の
行

幸

(
巻
四

の
下

)
等
も

見
ら

れ

る
が
、
斎

院
の
御
わ

た

り
、
御

襖

、
祓
、

斎
院

の
相

嘗
、
神

楽

、
賀
茂

の
祭

・
行
幸

等

延
喜
式

(

巻

六
斎

院

司
式

)
に
見

ら
れ

る
斎

院
に
関

す
る

祭
儀

行
事

に
か

・
は
る
記

事

が
殊

に
巻

二

の
下
、
巻

三

の
下
を
中

心

に
多

彩

に
見

出

さ
れ

る
。

こ
の

事

は
、

神
そ

の
も

の

の
働
き
を

直
接

示
す

も

の
で
は

な

い
に
せ
よ

、
ま

た

女

主
人

公
源

氏
宮

が
斎
院

と

な
る

こ
と
よ

り
至
当

で

あ
る

と
は

い

へ
、

矢

張

り
賀
茂

の
神

が

こ

の
物

語

の
神

の
中

で
は
最
も

注
目

さ
る

べ
き
も

の
で

あ

る

こ
と
を

示
し

て
ゐ

る

こ
と
に
な
ら

う
。

更

に
神

の
縁
語

と

い
ふ
点

か

ら
見

る

と
、
葵

、
榊

、
神

垣
、
木

綿

、
注
連

等
彩

し

い
も

の
を

指
摘

出
来

る

の

で
あ
る

が
、

之
も
賀

茂

の
社

頭

や
斎
院

に

か

・
は
る
場

面

に
於

け

る

も

の
が
圧

倒
的

で
あ

る

こ
と
は

い
ふ
ま

で
も

な
く

、
矢
張

り

軽
視
し

難

い

も

の
と

い
は

ね
ぼ

な

ら
な

い
。

か
く

て

こ
の
物

語

は
、
賀

茂

の
神

や
そ

の

由
縁

の
神
事

、

縁
語

が
殊

に
目
立

つ
所

に
特
色

が
認
め
ら

れ

る

の
で
あ

る

が
、
翻

つ
て
作
者

と

し

て
は
、
飽

く
ま

で

か

・
る
神

や
神
事

そ

の
も

の
を

描

く

こ
と

に
窮
極

的
意

図

が
あ

っ
た
訳

で
は
な

い
。
例

へ
ば
、

斎
院
関

係

の
神
事

が
多

彩

に
採

り
挙
げ

ら

れ
て

ゐ
る

と
は

い

へ
、
「
例

の
作
法

の
事

ど

も

思

ひ
や

る

べ
し

」
(巻

二

の
下

)
、
「
例

の
作

法

な
り
」
、

「
例

の
事

に
て
思

ひ
や

る

べ
し

」
、

「
か
く
書

き

続
け

た
る

よ
り

は
、

見
る

は

め
で

た
く

こ
そ

は
あ
り

け

め
と
思

ひ
や

る

べ
し
」
(
巻
三

の
下

)
等

と
省
筆

が
少

か
ら
ず

見

出

さ
れ

る

こ
と

で
も

明
か

で
あ
る
。

作
者

は
神

や
神

事

そ

の
も

の
を
描

く

こ
と
よ

り
、

矢
張

り

「
こ
の
世

」

の
人

の
状
を

描

か
ん

と
し

て

ゐ
る

こ
と

は

い
ふ
ま

で
も

な

く
、

そ

こ
に
ま

た

こ
の
物
語

の
上

代
神

話

や
中

世

の
霊

験

諜
と

の
本
質

的

な
相
違

点
も

認

め
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

従

っ
て
物

語
中

最
も

活
動

著
し

い
神

に

つ
い
て
も
、

こ
の
世

の

「
人

」
と

の

か

・
は
り

の

下

に
考
察

さ

れ
ね

ば
な
ら

ぬ

こ
と
は

い
ふ
ま

で
も
な

い
。
そ

こ
で
次

に
は

、

こ
の
物

語

の
神

の
中

で
も

頻
出
度

高

く
、
最

も
活

動
的

な

賀
茂

の
神

を
中

心

と
し

て
物

語

の
主
要

人
物

と
の
関

係
を

、
し

か
も
主

と

し

て

「
人
」

の

側

か
ら
眺

め

て
み
よ
う

と
思

ふ
。

四

物
語
中

の
人
物

の
神

に
対

す

る
態
度

に

つ
い
て
は
、

既

に
多

少
と
も

触

れ

て
来

た
所

で

は
あ

る
が

、
中

に
は
女

二
宮

の
如

く
早

く

か
ら
仏

門

に
帰

依

し
、
神

と
は
全

く
無

縁
と
な

る

人
も
あ

っ
て
必
ず

し
も

一
様

で
は
な

い
。

そ

こ
で
、
此

処

で
は
男

女
主

人
公

と
堀

川
大
殿

夫
妻

を
採

り

挙
げ

て
考
察

を

続
け

る

こ
と

と
す

る

。

先

づ

狭
衣

の
両
親

堀

川
大

殿

夫

妻

の
神

に
対

す

る
態
度

か
ら
見

て
ゆ

く

と
、
そ

の
特
色

は
斎

院

観

に
よ

く

現
は

れ
て

ゐ
る
。

例

へ
ば

、
斎
院

と

な

る

源
氏
宮

を

慰
め

て
堀

川

の
上

は

「
尼

に
な

ら
ざ
ら

む

か
ぎ

り
は
、

い
か
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で
か
覚
束

な

き
程

に
は
な

し
侍

ら

む
。
行

末

の
事

を
思

ふ

こ
そ

く
ち
惜

し

う

は
」

と
述

べ
て

ゐ
る

(
巻

二

の
下

)
。

こ

・
に

は
容

易

に
浮
図

を
近

付

け

な

い
神

の
世
界

の
厳
粛

さ
を
容

認
す

る

一
方
、

仏

の
道

に
入
り

難
く

な

る
歎
き

が
窺

は
れ

る
。

ま
た
大

殿

の

「
た

f
仏

の
御

か

た
ざ
ま
を
背

き

給

へ
る

の
み
ぞ
、

後

の
世

の
為

口
惜

し

き
事

に
侍

り
。

そ
も

そ
も

女

の
御

身

は
斎

宮
斎

院

に
さ

だ
ま
り

給

は
ず

と
も

、

三
千
大

千

世
界
を

照
す

玉

の
行

方
知

ら
ず

は
、

仏

に
な
り

給
は

む

こ
と
か

た
く

こ
そ
侍

ら

め
。

さ
る

は
三

十

二
相
も

、

い
と
よ

く
具

り
給

ひ
て

、

ほ
と
け

の
御

用
意

も

く

は

へ
た
ま

ひ

つ
べ
き
様

ぞ

見
え
給

へ
る
」
(巻

四

の
上

)
と

い
ふ
詞
で
も

仏
教
的

視

点

に
立

っ
た
女
性

観
、
就

中
斎

院
観

か

ら
は

、
源
氏
宮

の
斎

院

就
任
を

「
口

惜
し

」

と

い
ふ
ば
か

り

で
な
く
、

最
後

に
は
矢
張

り
仏

へ
の
期

待

に
心
寄

せ

て
ゐ

る

口
吻

が
窺

へ
る
。

か

・
る
観

念

は
、
嘗

て

の
斎

院
奉

仕
を

「年

頃
罪

深
き

さ
ま
な

り

つ
る
を

」
(巻

三

の
下

)
と

い
ふ
前

斎
院

女

一
宮

の
詞

に
も
見

ら

れ
る
も

の
で
、
当
時

一
般

の
宗

教
観

念

の
反
映

と
考

え
ら

れ

る

も

の
で
あ
る

。

ま

た
大
殿

夫
妻

は
神

と
狭
衣

と

の
間

に
あ

っ
て
神
意

伝

承

の
仲

介
的

役

割

を
果

し

て
ゐ
る

。
先

づ
源
氏

宮
斎

院
ト

定

の
折

は

「
殿

の
御
夢

に
も
、

賀

茂
よ

り
と

て
祢

宜
と

お

ぼ
し
き
人

」

が
あ
ら

は
れ

告
げ

る

(巻

二

の
下

)

の
を
始

め
、

狭
衣
出
家

決

行

の
際

に
も
、
先

づ
堀
川

の
上

に

「
神

の
こ

の

頃

、
夢

に
う

ち

は

へ
て
見

」
え

、
神

殿
鳴

動
後

は
殿

に

「
こ

の
頃

夢

の
さ

わ

が
し
う

」

て

(巻

三

の
下

)
、
賀
茂

の
神

が

「夢

と

も
な
く

見
」

え

さ
と

す

の

で
あ

る

(
巻
四

の
上

)
。

ま

た
狭

衣
受

禅

の
神

託

の
場

合
ロ
に
も

、
「
天

照
神

の
御

け

は
ひ
、
殿

の
御
夢

に
も
う

ち

し
き

り
御

覧
ぜ
」

ら

れ

て
ゐ
る

(巻

四

の
下

)
。
狭
衣

に
対
す

る

神

の
意
向

は
何
時

の
場

合
口
に
も

、
先

づ

こ

の
大

殿
夫

妻

の
夢

の
中

に
告
げ

知
ら

さ
れ

て
き

て
ゐ

る

の
で
あ

る
。

し

か
し
、
大

殿

夫

妻

に
は
、

か

・
る

一
般
的

な

仏
本

神
従
的

態
度

や
神

意

伝
承

の
単

な

る
仲
介
的

役

割

の
み

が
見
ら

れ
る

の
で
は
な

い
。

神

に
対

し

て

は
格
別
真

摯

敬
慶

な
信

心

の
程

が
注
目

さ
れ

る

の
で
あ

っ
て
、
例

へ

ば

人

々
の
噂

に

「今
更

に
神
も

公
も

知
り

聞

え
さ

せ
給

ふ

べ
き

に
あ

ら
ず

」

と

思

ひ
も
か

け
な

か

っ
た
源
氏

宮

託
宣

の
折

に
は

、
大

殿
も

「
い
と
物

恐

し

く
思

さ
」

れ
、

彩
し

い
も

の

の
さ
と

し
あ

る
を

「
い
と

お
そ
ろ

し
う

思

し

め
し
」

て

、

「
さ
ま

ざ
ま

の
御
祈

ど
も

」
を

始

め
さ

せ

て
ゐ
る

(
巻

二

の
下

)
。

神
殿

鳴

動
事

件

の
前

後

に
も

、
夢

の
中

に
神

が
現

は
れ

な
ど
す

る
を

、
「
い
と

恐
ろ

し

「、

「
い
と

.・
ゆ

・
し

」
、

「
い
と
ゆ

・
し
う

恐

ろ
し
」
、

「
ゆ

・
し

う

い
み
じ

」
な

ど

と

「御

心
を

動
t

給

ふ
様

斜
な
ら

」
ず

、
「
御

は

ら

へ
な
ど

せ
さ

せ
給
」

ふ
の
で
あ

る

(巻

三

の
下

)
。

ま
た
、

狭
衣

遁
世

の
意

図
を

告
げ

知

ら

せ
る
賀
茂

の
神

の
夢
兆

の
折

に
も

、
大

殿

は
御

社

の

方

を

伏
し

拝

ん
で

は

「
神

の
御

心
お

ろ

か

に
は
思

ひ
聞
え

さ

せ
給
は

」
ず

、

源
氏

宮

に
向

っ
て
も

神

に
感
謝

の
祈

禧
を

さ

せ
、
自

ら

の
御

祈

ど
も
も

「
い

と

こ
ち
た

」
き

程

で
あ

っ
て

(
巻
四

の
上

)
、
何

れ

に
も
神
威

に
対
す

る

ひ

た
す

ら
な

る
恭

敬

畏
催

の
真
情

が

よ
く

窺

は
れ

る
。

し
か

も
そ

の

信
仰
心

は
我

が
子

狭
衣

や
源

氏
宮

の
折

々
の
身

の
上

を
案

ず

る
愛
情

が

基
底

と
な

っ
て
愈

そ

の
深

ま
り

を
見

せ

て
ゐ

る

の

で

あ

る
。

か

・
る
狭
衣

に
対

す

る
愛

情

は

、
既

に
冒
頭

か

ら
窺

は
れ

た
も

の
で

、
天

稚
御
子

の
誘

引

の
折

は
も

と
よ
り

、

狭
衣

の
時

と
共
ハ
に
深
ま

る
遁

世

の
志

を
も
屡

躊
躇
さ

せ
た

強

い
親
子

の
絆

で
あ

る
が

、
そ

れ
だ
け

に

狭
衣

に
と

っ
て
は
栓
桔

で
も
あ

っ
た
。

要
す

る

に
大

殿
夫
妻

の
神

に
対

す

る
信

仰
心

の
基
底

を
な
す

強

い

愛

情

は
、
常

に
か

・
る
夫
妻

を
通

し

て
狭
衣

に
及

ぼ
さ

れ

る
神

意

に
も

劣

ら

ず

却

て
狭
衣

を
拘
束
す

る
も

の
と
な

っ
て

、
愈

そ

の
歎

き
を
深

め
さ

せ

て
ゐ
る

所

に
注
目
す

べ
き

も

の
が
あ

る

。
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次

に
源
氏
宮

に

つ
い
て
見

る
と

、
彼

女

が

一
貫

し

て

こ
の
物
語

の
女
主

人

公

で
あ

る

こ
と

は
、

「室

の
八
島
」
(
巻

三

の
中

)
、

「
み

た
ら
し

川

の
面

影

」
(
巻

四

の
中

)
、

「神

山

の
ま

ど
ひ
」
(
巻
四

の
中

)
等

の
語

で
絶
え
ず

狭

衣

か
ら
想

起

さ
れ

、
恋

慕

の
情

が
寄

せ
ら
れ

て
ゐ

る

こ
と

に
よ

っ
て
も

明

か
で
あ

る
。
ま

た
、
物

語

の
構
成

上

か
ら
見

て
も

、
狭

衣
と
他

の
女

性

と

の
物

語

は
、
年
月

の
経

過

に
伴

ふ
神
事

を
折

目

に
し

て
絶
え
ず

源
氏
宮

と

の
物

語

に
引
戻

さ
れ

つ

・
進

展
さ

せ
ら

れ

て
ゐ
る
点

で
も

同
断

で
あ

る
。

例

へ
ば
、

「
年

返
り

ぬ
れ

ば
、
今
年

は

斎
院
渡

り
給

ふ
べ
し
と

」
、

「霜

月

に
も

な
り

ぬ
れ

ば
、
斎

院

の
相

嘗
」

の
頃

(巻

三

の
下

)
等

と

い
ふ
の
は
、

い
つ

れ
も
賀

茂

の
祭
り

の
い
そ
ぎ

の
場
面

、
神

楽

の
場
面

の
書
出

し

に
当

る
部

分
で
あ

り
、

夫

々
そ
れ

ま

で
の
飛
鳥

井

姫
君

の
法
会

の
場
面

、

嵯
峨

の
女

二
宮

の
法

華

八
講

の
場
面

か

ら
源
氏
宮

に
話
題

の
転
換

す

る
箇
所

で

あ

る
。

物
語
中

に
は

か
や
う

な
箇
所

が

少
く
な

い
。

「
京

に
は
大

嘗
会

な

ど
近
う

」
(
巻

二

の
下

)
、

「
は

か
な
く

年
も

か

へ
り

て
賀

茂

の
ま

つ
り

の
」

(
巻
四

の
下

)
等

と

い
ふ

の
も

夫

々
女
二
宮

、
藤

壺
と

の
物

語

か
ら

の
転

換
点

に
見
ら

れ
る
も

の
で
あ
り

、
「
又
の
年

の
秋
冬

は
大

原
野

春

日
平

野

な

ど
」
(
巻

四

の
下

)
も

一
品
宮

莞

去

の
場
面

か
ら

狭
衣

の
源
氏
宮

思
慕

に
転

ず

る
箇
所

で
あ

る
。

か
く

て
、
折

々
の
神
事

を
節

と
見

た
物

語

の
構

成

上

か
ら
も

源
氏
宮

が

終
始
女

主
人

公

で
あ
る

こ
と

は
認

め
ら
れ

る

の
で
あ

る
。

所

で
、
こ

の
女

主
人

公
源

氏
宮

と
神

、
就
中

賀
茂

の
神

と

の
関

係

は
右

の

引

用
場
面

に
よ

っ
て
も
充

分
窺

は
れ

る

の
で
あ
る

が
、

そ
れ

だ
け

に
留

ら

な

い
。
源

氏
宮

に

「神

代

よ
り
し

め
引

き
そ

め
し

さ
か
き

葉

を
わ
れ

よ
り

ほ

か
に

た
れ

か
折
る

べ
き
」
(
巻

二

の
下

)
と

託
宣

が
下
り

斎

院
と
し

て

召

さ
れ

る
所

に
は

、

一
方

な
ら

ぬ
神

の
執
心

が
見

ら

れ
る

の
で
あ

る

が
、

こ

こ
で
源
氏
宮

自
身

に

つ
い
て
見

る

と
、
進

ん

で
神

明
に
奉

仕

せ
ん

と
す

る

積
極

的
な

態
度

が

認
め

ら
れ

る
所

に
注
目

す

べ
き
も

の
が
あ

る
。

即

ち
、

斎

院

ト
定
後

に
は
、

ひ

た
す

ら

「
神

の
斎

垣

の
み

い
そ

が
れ
給

」

ひ
、
「
み

た
ら

し
川

に
襖

せ
さ

せ
給

は

む
事

」

を

の
み

「
心
も

と
な

く
思

さ
」

れ

て

て
ゐ

る

(巻

二

の
下

)
。
ま

た
斎

院

に
入
ら

れ

て
後

も

、
御
前

の
有

栖

川

に
、

「
お

の
れ

の
み
流

れ

や

は
せ
む
有

栖

川
岩
も

る
あ

る

じ
今

は
絶

え

せ
じ

」

と

、
殊

更

「
契
深

く
御

覧
」

ぜ

ら
れ

て
ゐ

る

(巻

三

の
下

〉
。
も

と
よ

り

そ

こ
に

は
、
「
い
か

で
も

か

・
る
事
見

ざ

ら
む
所

も

が
な

」
(
巻

二

の
下

)
と

い

ひ
、
「
う

し
ろ

め

た
き
御

兄

の
心

ば

へ
」
(
巻

三

の
下

〉

と

い
ふ
執
拗

な

ま

で

の
狭
衣
を

避

け
よ
う

と
す

る
意

図

が
窺

は

れ
る

に
せ
よ

、

こ

の
源
氏
宮

の

神

の
許

へ
の
積
極
的

な

心

い
そ
ぎ

は
、

既

に
見

ら

れ

た

一
般

の
神

砥
観

斎

院

観
か

ら
す

れ
ば

、
矢

張
り

注
目
す

べ
き
も

の
で
あ
ら
う

。

一
方

、
神

も

ま

た
、

か

・
る
源

氏
宮

の
態
度

に
感
応

を
示

さ
ず

に

は
措

か
な

か

っ
た
。

「
神

代
よ

り

し
め

引
き

そ
め

し
」
賀

茂

の
神

は
、

狭
衣

の
執
拗

な

る
追

求

の
場
面

で
は

「
神
も

い
か

で
か
お

ろ
か

に
御
覧

ぜ

ら
れ

む
と
見

ゆ
る
し

る

し

に
や
人

々
参

れ

ば
」
、

「
例

の
神

の
御
し

る
し

を
念

ぜ

さ
せ

給

ふ
に
、

殿

の
御

声

に
て
」
(
巻

二

の
下

〉
等

と
絶

え
ず

加

護

の
程

が
示

さ

れ

て
ゐ

る
。

こ

・
に

か

・
る
源
氏
宮

自

身

の
神

に
対
す

る
態

度

は
、
当

初

か
ら
す

る
神

の
源

氏
宮

へ
の
執
心

や
折

々
に
示

さ
れ

た
加
護

と
も
相

侯

っ
て
、

源
氏
宮

を
愈

々
神

の
世

界

に
赴

か
せ

る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。
作

者

は
飽

く
ま

で
源

氏
宮

を
神

の
領

域
中

の
人

と
し

て
仕
立

て
あ

げ

、
狭

衣

か
ら
遠

く
隔

離

さ

せ
よ
う

と
し

て
ゐ
る

の

で
あ

っ
て
、

そ
れ

は
主

人
公

狭
衣

の
限

り
な

く
深

い
歎
き

を

喚

び
起
さ
ず

に
は
措

か

ぬ
も

の
と
な

っ
て

ゐ
る
。

源
氏
宮

の
神

に
対
す

る
態

度

に
も

、

こ
の
物
語

の
本

質
面

に
深

い
か

・
は
り
を

持

つ
も

の
と
し

て
見

落

し
難

い
も

の
が
あ

る
。

最
後

に
最

も

重
視
す

べ
き

は
、矢

張

り
主
人

公

狭
衣

に
於

て
で
あ

っ
て
、
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度

重
な

る
神

の
示

現

に
よ

っ
て
源
氏

宮

に
寄

せ
る
本
意

も

、
次
第

に
募

る

遁
世

の
志
も

共

に
不
成
就

に
終

ら

さ
れ

て
ゆ
く

の
で
あ
る

か
ら

、
狭
衣

に

と

っ
て
神

の
意

志

は
強
力

絶
対

的
な

も

の
で
あ

っ
た
こ
と

は

い
ふ
ま

で
も

な

く
、

そ
れ

に
伴

ふ
歎
き

も
ま

た
格
別

な
も

の
で
あ

っ
た
。

以
下

夫

々
の

場

合

に

つ

い
て
之

を
見

て
ゆ
く

と

、
先

づ
源

氏
宮
斎

院

託
宣

の
場
合
口
に

は
、

「
げ

に
神
代

よ
り
筋

殊
な

り
け

る
御
宿

世

な
り

け
れ

ば
、
今

は
中

々
心

や

す

く

て
、

明
暮

妬
う

心

や
ま
し

き
心

の
中

は
あ

ら
じ

と
胸
あ

き

ぬ
る
心

地

し
給
」

ひ
な

が
ら

、

「
こ

・
ら

の
年

頃
わ

が
思

ひ
く

だ
け

つ
る
筋

は
、

遙

な
る

に

こ
そ

は
」

と
思

は
れ

て
ゐ

る
。
ま

た
、
「思

し

と
ま

り
し

一
節

こ
そ
、

神

の
御

方
様
う

れ

し
う
思

さ
」

る

反
面
、

「
な

ほ
む

げ

に
、
注
連

の
外

に

か
け

は
な
れ

果
て

ぬ
る

ぞ
か
し

と
思

ひ

と
ち

む
る
、

い
と

や
ら

ん
方
な

」

き

状

で
ゐ

る

(巻

二

の
下

)
。

即
ち

神
託

に
よ

り
斎

院
と
な

る
源

氏
宮

の

「宿

世
」

や

そ
れ

に
伴

っ
て
入

内
も

取
止

め

と
な
る

「
神

の
御
方
様

」

に

対

し

て
は
、

「
心

や
す

く

」
、

「
胸
あ
き

」
、

「
う

れ
し
」

と
思

す
反
面

、
本

意

た
る

源
氏
宮

と

の
間

の
遠
く

遙
な

る

こ
と

が
幾

重

に
も

「
や
ら

む
方
な

」

く

嘆

か
れ

て
ゐ
る
。

神

は
人

の

「
宿

世
」

を
洞
察

し

、
深

い
か

・
は
り
を

持

つ
超

越
者
絶

対
者

と
し

て
把

握
さ

れ
て

ゐ
る

の
で
あ

り
、

そ

こ
か
ら
狭

衣

の
悲

喜
交

々
の
感

慨
、

就
中

「
や

ら
む
方

な
」

き
歎

き

が
喚
起

さ
れ

て

き

て
ゐ

る

の
で
あ

る
。

同
様

な

こ
と

は
、

狭
衣

が
遁
世
決

断

の
際

に
於
け

る
賀

茂

の
神
託

宣

の
場

に
も
見

ら
れ

る
。

即
ち
狭

衣

は

「
し

ひ

て
う

き
世

に
在

ら

せ
ま

ほ
し
く

お

ぼ
す

ら

む
神
も

、
御

心

の
あ

り
が
た
き

も

の
か

ら
、

か
た
く

に

つ
ら
き

か

た
に
ぞ
す

・
み
給
」

ふ

の
で
あ

る

(巻

四

の
上

)。

こ

・
で
も

「神

の
御

心
」

に
よ

っ
て
強

ひ

て

こ
の
世

に
引

き
留

め
ら

れ

た

事
を

、

「
あ
り

が

た
き
」

こ
と

と
思

ひ
な

が
ら
も

、
源
氏

宮

と
は
結

ば
れ

な

い
ば

か
n

か
、
遁

世

の
素

志
も

遂
げ

ら
れ

な

い

「
つ
ら

き
」

思

ひ
が
募

っ
て
き

て
ゐ
る

。
更

に
続

く
天

照
神

に
よ

る
受
禅

託

宣

の
場

面

で
も

、
狭

衣

の

「
斯
う

あ

る
ま

じ
き
様

に
さ

へ
、
し

な
し

給

へ
る
神

の
御

心

は
、
思

へ
ば

か

た
じ
け

な
く
有

難

く
思

ひ
知

ら
れ

た
ま

ふ
を

、
一
方

し
も

見

が
た

う

な

り
給

ひ

に
け
る

の

み
ぞ
、
な

ほ
更

に
恨

め
し
く

お

ぼ
え
さ

せ
給

」

ひ
、

「
ふ
さ

は
し

か
ら

ぬ
身

の
宿

世

と
思
し

歎

か
る

・
な

か

に
も

、

斎
院

を
見

た

て
ま

つ
り
給

は
む

こ
と

の
、
今

は
あ

り
難

う
な

り

ぬ

べ
き

く

ち
惜

し
さ
」

が
示

さ
れ

て
ゐ

る

(巻

四

の
下

)
。
こ
の
場
合

も
登

極

と

い
ふ
あ

る
ま

じ
き

様

に
し
な

せ
る
神

の
御

心
を

「
か
た
じ

け

な
く
」
、

「有

難
く

」
思

し
知

ら

れ

る

一
面

、
わ

が
素
志

と
す

る
遁

世

は
も

と
よ

り
、

源
氏
宮

と
も

一
層

逢

ひ
難

く
な

る

「宿

世

」

の
程
を
、

「
恨

め
し

」
、

「
く

ち
惜
し

」
等

と
強

く

歎

か

れ

て
ゐ
る

の

で
あ

る
。
要

す

る

に
何

れ

の
場

合

に
も

「
心

や
す
く

」
、

「
胸
あ

き
」
、
「
う

れ
し

」
、

「
か

た
じ
け

な
く

あ
り

が

た
し
」

等

と

い
ふ
傍

ら

「
や
ら

む
方
な

く
」
、
「
つ
ら
し

」
、

「
恨

め
し
」
、
「
く

ち
惜

し
」
等

と

い

は
れ

て
ゐ

る
所

に
絶
対

的
な
神

意

の
ま

に
ま

に
拘

束
さ

れ
、

不
本
意

に
終

ら

さ

れ
る
如

何

と
も
し

難

い
慨
嘆

の
情

が
強

く
認

め
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

次

に
か

・
る
狭

衣

の
心

状

は
、
彼

の
和

歌

の
面

に
於

て

も

一
層

明

白

に
窮

は

れ

る
。

即
ち
物

語

の
全

歌
数

二
百

八

首

中

、

六

十

余

首

に
も

余

る

彼

の
独
詠
歌

が
注
目

さ
れ

て
く

る

の
で
あ

る
。

殊

に
そ

の
三
分

の

一
に

及
ぷ
源

氏
宮

を
念

頭

に
置

い
た
も

の

に
は

「神

山
の

椎
柴
が

く

れ
忍

べ
ば

ぞ

ゆ

ふ
を
も

か
く

る
賀
茂

の
み
つ

が
き

」
(
巻

二

の
下

〉
、
「
榊

葉

に
か

・
る

心

を

い
か

に
せ

む
お
よ

ば

ぬ
枝

に
お
も

ひ
絶

ゆ
れ

ど
」
(
巻
三

の
下

)等

を

始

め
折

に
触

れ
所

に

つ
け
、
既

述

の
如

き
神

の
縁
語

を

用

ひ
た

「
や
ら

む

方

な
」
き

心
情

が
詠
ま

れ

て
ゐ
る

の

で
あ

る

が
、
更

に
之
が
神

の
意

志

を

強

く
意

識
し

て
詠

ま
れ

た
歌

に
な

る
と

、
直
接

神

に
対
す

る

嵯
嘆

の
偽

り

な

き
吐
露

が

あ

か
ら
さ
ま

に
認
め

ら
れ

る
。

例

へ
ば

「
み
そ

ぎ
す

る
八

百
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萬
代

の
神

も
聞

け
我

こ
そ

し
た

に
思

ひ
そ

め
し
か
」
(
巻

三

の
下

)
、

「
か

み

も
な

ほ
も

と

の
心
を

か

へ
り
.み
よ

こ
の
世

と

の
み
は
思

は
ざ

ら
な

む
」
(巻

四

の
上

)
、
「
八
島

も

る
神
も

聞
き

け

む
あ

ひ
も
見

ぬ

こ
ひ
ま

さ
れ

て

ふ
襖

や

は
せ
し

」

(
巻
四

の
下

)
等

の
如
き

は
、

夫

々
源
氏
宮

斎
院

ト
定

、
狭

衣

の
遁
世

挫
折

、
受
禅

と

い
ふ
何

れ
も

神

の
示
現

に
当

っ
て
の
、
神

を
直

接
対

象

と
し

て
詠

ま

れ
た
歌

で
あ

る
。

こ

・
で
は
何

れ
も

強
烈

な
喚

び

か

け
、

命
令

、

反
語
等

の
形
体

を
伴

っ
た
激
し

い
語
調

の
中

に
神

意

に
対
す

る
歎

き

が
、
時

に
は
訴
願

、
抗

弁

、
詰
問

と

ま

で
な

っ
て
示

さ
れ

て
き

て

ゐ
る

。

菰
に
狭

衣
に

対
す

る
神

の
意

志

が
如
何

に
強
絶

な
も

の
と
し

て
享

受
さ

れ

て
ゐ

た
か
、
従

っ
て
ま

た
狭
衣

の
神

に
対
す

る

嵯
歎
慷

慨

の
如
何

に
深

刻
な

も

の
で
あ

っ
た

か
が
更

め

て
強
く

認
め

ら
れ

、
神

の
、
物

語

の

基
調

へ
の
深

い
か

・
は
り

が
窺

は
れ
る

の
で
あ
る
。

狭

衣
物

語

の
神

は

そ

の
用
例

、
働
き

に
於

て
必
ず

し
も

一
様

で
な

い
も

の
が
あ

っ
た
。

ま
た

神

の
姿

態

、
託
宣

の
詞
章

、

人

の
神

に
対

す

る
態

度

等

に
於

て
も
可
成

り

仏
教
的

傾
向

が
濃

く
認

め
ら

れ

は
す

る
も

の
の
敢

て

「
神

」を

採

り
挙

げ
、
「
こ
の
世

」

の
人
に
対

す
る

働
き

か
け

、
就
中

主

人
公

に
対

す

る
そ
れ

を

か
く
描

き
出
し

て

ゐ
る
所

に

「
世
と

と
も

に
物
を

の
み

思
し

て
過

ぎ

た
ま
」

ふ

(巻

四

の
下

)
狭
衣

の
物
語

に
於
け

る

「神

」

の

意

義

は
自

ら

明
か

で
あ
る

と
思

は
れ

る

の
で
あ
る
。

3
、

こ
の
項
、
森

岡
常

夫
著

「平
安
朝
物
語

の
研
究

」
所

収

「平
安
朝
物
語

の
浪
漫
的

精
神
-
特

に
天

人
を
中

心
と
し
て
ー

」
参
照

以
上
多

大

の
恩
恵
を
蒙

っ
た

こ
と
を
記

し
謝

意
を
表
す
次
第

で
あ
る
。

(
敬
称
略

)尚
、

引

用
本

文
は
有
朋
堂
文
庫

「狭

衣
物
語

一
に
披

っ
た
。

正

誤

表

(二
十
九
号

春
日
論
文
)

頁

欄

行

14445669

上 下

910

上 下 下 上 下 上

16624812
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誤
昔 葵 採僥

i邑 色
枳
ノ

戌

レ
陽

斗

数

壬
丁

{
7

 虚
薄

蒲
様

伏
籠

・
襖

現

像

玉
里
本

正

彩

色

葵

紹
邑

昔
大
僥

採

一
五

行
之

情

石

斗
様

・

戌

為

レ
陽

斗

数

十
丁

十
丁

虚
蒲

薄
様

舟

・
伏
籠

現

象

黒
本
本
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註1
、
山

田
忠
雄
編

「竹

取
物

語
総
索
引
」
、曾
田
文
雄
著

「平
中
物
語
総
索
引
」
、松

尾
聰

江

口
正
弘
編

「落
窪
物
語

総
索
引
」、
池
田
利
夫
編

「浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引

」、
鎌

田
廣

夫
編

「堤
中
納

言
物

語
総
索
引
」

2
、

日
本
古

典
文
学
大
系

・日
本

古
典
全
書

・
有

明
堂
文
庫

「狭
衣
物
語

一

の
頭
補
註


